
ISSN 1880-795X 

中等社会科教育研究

梶哲夫先生のご逝去を悼む・..................................................................................................(1) 

【特集】社会科教育は，東日本大震災をどう捉えたか

〈第 30回シンポジウム「東日本大震災に社会科はどう向き合うのか」報告

防災教育と社会科教育の関係 一防災教育を巡る最近の動向を踏まえて一 ………三橋浩 志 (3)

岩手の復興教育・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．竿代愛也 (ll)

原発避難地域における現状と原発のとらえ方••…………• ……………….. ……・ ……長池裕 美 (15)

学生の社会参加としての被災地支援活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 華 井 和 代 (17) 

〈実践論文〉

「3.11」以後の高校社会科における授業実践の課題と可能性

ー福島県における「原発問題」の授業実践を中心に一……………………杉内清吉・林裕文・渡部純 (23)

原発問題を通じて社会的課題解決意欲と政策的思考の育成をはかる授業

ー政策えらび授業（エネルギー政策編）の実践ー……………………………………華井裕隆 (35)

〈実践報告〉

子どもたちは被災地で何を学び感じたか

ー著渓学園・石巻絆プロジェクトから見えてきたもの一…………………………前嶋 匠 (49)

【研究論文】

地理教育における思考過程の顕在化

ー「改良した発話思考法」を用いた調査を通して一…………..…• ………•• ………• 梁 柄逸 (59)

社会科教師の専門性に関する言説の展開とその課題

一社会科教師研究における新たな方法論の確立を見据えて一……………………村井大介 (71)

経済理解における素朴理論に関する研究...................................................... 呂 光暁 (87)

意思決定までの学習過程からみた地理教育における GISの役割

ー全米地理教育スタンダードとナショナル・カリキュラム地理を手がかりに一…國 原 幸一朗 (101)

歴史の「語り」は誰のものか ....................................................................• 石 JI[ 知行 (ll3)

【研究ノート】

韓国『東アジア史』における近代史の内容分析……...…・ ………•• …………... ………園分麻里 (125)

【書評】

加藤公明・和田悠編『新しい歴史教育のパラダイムを拓く一徹底分析！加藤公明「考える日本史」授業』

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．須賀忠芳 (135)

金政辰著『地理カリキュラムの国際比較研究ー地理的探究に基づく学習の視点から一』

.•••.•..•.•.•.••..•..••...•.•..••...•..•••..•••..•..•••..•.•..•..•...••..•..••..•...••.•••.••..• 宮崎沙織 (141)

【研究大会報告】・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・ (143)

【学会彙報】・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・ (148)

中等社会科教育学会
2012 



中等社会科教育学会会則

第 1条 本会は中等社会科教育学会と称する。

第 2条 本会は社会科教育および地理歴史科教育・公民科教育に関する研究を行い，あわせて

会員相互の連帯をはかることを目的とする。

第 3条 本会は，前条の目的を達成するために，次の活動を行う。

1. 研究会・例会の開催

2. 機関誌・会報の発行

3. 資料の収集・交換

4. その他必要と認められるもの

第 4条 本会の会員は，本会の趣旨に賛同する者で，所定の会費を納入した者とする。

第 5条 本会の本部は，筑波大学大学院人間総合科学研究科社会科教育学研究室におく。

第 6条本会は次の役員をおく。

会長 1名

副会長 2名

評 議員若干名

理 事若干名

会計監査 2名

2. 評議員および会計監壺は総会において選出する。

3. 会長および副会長は理事会で選出する。

4. 理事は総会の承認を得て，会長が委嘱する。

5. 役員の任期は 2年とする。ただし，再選は妨げない。

第 7条 会長は本会を代表し，会務を総括する。

2. 副会長は会長を補佐し，会長に事故などがあったときにはその職務を代行する。

3. 評議員は評議員会を構成し，重要な会務を運営する。

4. 理事は理事会を構成し，会長をたすけて会務を運営する。

5. 会計監壺は，本会の会計を監壺する。

第 8条 本会には顧問をおくことができる。顧間は総会の承認を得て会長が委嘱する。

第 9条 本会の会議は，総会，評議員会および理事会とする。

2. 総会は毎年 1回会長が招集する。

3. 必要ある場合，会長は臨時総会を招集することができる。

4. 総会の議決決定は，出席会員の過半数をもって行う。

5. 評議員会は，会長，副会長，評議員，理事，会計監査，顧問をもって構成し，会長の招

集によって会務を審議する。

6. 理事会は会長が招集する。

第 10条 本会の経費は，会費，寄付金，その他をもってこれに充てる。

2. 本会の会費は年額 3,000円とし，毎年 6月末日までに納入するものとする。なお，学生

会員は 2,000円とする。

3. 本会の会計年度は侮年 4月 1日に始まり，翌年 3月 31日までとする。

第 11条 会則の改正は，総会の議を経なければならない。

付 則 この会の会則は，平成 17年11月 19日から施行する。
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